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   連休あけから 8 月 19 日まで夏休みです。 

  夏休み中も“感染症対策および熱中症対策のための行動をお願いします。 

  

 

＊山梨県教育員会からの通知（一部抜粋） 

 

  県内における新型コロナウイルス感染者につきましては、新規感染者の発生は減少しているもの

の、夏期休業を迎えるにあたり、再び感染の拡大が懸念されます。 

つきましては、児童生徒が家庭で過ごす時間が増えるこの時期、あらためて、「衛生管理マニュア

ル」に基づいた感染症対策の徹底をお願いします。 

【内容】 

 

 

参考  「急に出た嗅覚や味覚の異常は、コロナ感染を疑う重要なサイン」「6 割に味、においの異常」 

   

 

 

出典：山梨日日新聞 7 月 15 日付一部引用 

甲府工業高校定時制 

保健 令和 3 年７月 

 

 

  

「多くは 3 日程度で元に戻ったが、発症から 1 カ月たっても

こうした感覚の異常を訴える人が見られた。」 

 



夏休みの過ごし方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

＊「簡単朝ごはんレシピ」 山梨県ホームページに公開されています。参考にしてください。 

  〇ホームページアドレス https://www.pref.yamanashi.jp/hotai/schoollunch/asagohan２１sum.html 

 

 

 「マスクを着用して起きる頭痛」について 

 

毎日の健康調査でも「頭が痛い」と記入している人がいますが、それは新型コロナウイルスの 

感染拡大予防のために毎日着用している「マスク」によって引き起こされているかもしれません。 

   マスクを着用していると、自分がはいた二酸化炭素を多く含んだ空気がマスク内にたまり、その 

空気を吸うことになります。そのため、脳が二酸化炭素過多の状態になり、全身が酸素不足状態 

になります。また、マスクを着けると皮膚からの熱が逃げにくくなり、また、気づかないうちに脱水 

になるなど、体温調節がしづらくなってしまい、熱中症状態になります。 

  

対策   

  ・熱中症を防ぐため適宜マスクをはずす （イラスト参照）   ・意識的に深い呼吸を行い、酸素をたくさん取り入れる。    

            ＊ストレスを解消する効果もあります 

 

 

 

 

 

 
バランス良い食事 

【ポイント】「息をはいてから吸う」順序 

 

 

息をゆっくりはく 息を吸う 


